
川⻄市には様々な公共施設があります

※下記は⼀例であり、表に含まれていない施設もあります。

Ａ ⾏政系施設Ａ ⾏政系施設

施設 備考

市役所（本庁舎） 【中央町】

⾏政センター 各地区の公⺠館に併設された⽀所で市内に計
９カ所（⼤和⾏政センターのみ単独施設）

アステ市⺠プラザ
【川⻄能勢⼝駅前｢アステ川⻄｣６階】
ホール、会議室、ギャラリーなどの貸出しの

他、住⺠票など各種証明書を発⾏

おもて面おもて面

Ｂ 子育て・学校教育系施設Ｂ 子育て・学校教育系施設

施設 備考

市⽴保育所・幼稚園 保育所8園、幼稚園9園
小学校・中学校 小学校16校、中学校7校

Ｃ 社会教育系施設Ｃ 社会教育系施設

施設 備考

⽂化財資料館 【南花屋敷２丁目】市内遺跡から出土し
た文化財を収蔵・展示

中央図書館 【川⻄能勢⼝駅前｢アステ川⻄｣4･5階】

郷土館 【下財町】市内旧名家を移築復元・展⽰

Ｄ 市⺠文化系施設Ｄ 市⺠文化系施設

施設 備考

公⺠館 ・中央公⺠館（丸の内町）の他、各地区に９館
・集会室・会議室、調理室・創作室・図書室など

文化会館

みつなかホール

【丸の内町】
ホール、会議室、レセプションルームなど

【小花２丁目】
ホール、セミナー室、スタジオなど

Ｅ 保健・福祉系施設Ｅ 保健・福祉系施設

施設 備考

保健センター 【中央町】各検診、保健指導、応急診療など

市⽴川⻄病院 【東畦野5丁目】

⽼⼈福祉センター
デイサービスセンター

【⻑尾町、久代３丁⽬、緑台６丁⽬】
⽼⼈の保健増進・教養向上の推進など

【緑台６丁目、久代３丁目】
高齢者の日帰り通所・介護など

総合センター
【日高町】
・隣保館と児童館の複合施設
・図書室・交流サロンの他、会議室・体育室兼集会
室など

施設 備考

総合体育館
市⺠体育館

【火打１丁目】体育室、武道室、トレーニング室など
【向陽台１丁目】競技場、武道室など

市⺠温⽔プール 【火打1丁目】25mコース、軽運動場など

市⺠運動場
東久代運動公園

【向陽台１丁目】野球場兼運動場、テニスコート
【東久代１丁目】球技場、野球場、テニスコート

知明湖キャンプ場 【⿊川】敷地約２万㎡、広場、炊事場、水遊び場など

Ｆ スポーツ・レクリエーション系施設Ｆ スポーツ・レクリエーション系施設

※各施設は市ホームページ(トップページ→施設案内)にも掲載しています。

施設 備考

パレットかわにし
【小花1丁目｢ジョイン川⻄内｣】
男⼥共同参画センター、市⺠活動センター、川⻄

しごと・サポートセンターの複合施設（図書・情報
コーナーや会議室など）

コミュニティセンター
・満願寺・牧の台・加茂・多田東会館の他、一部の
公⺠館に併設

・集会室・会議室など
共同利⽤施設 空港周辺地域にある集会等施設（15館）

Ｄ 市⺠文化系施設Ｄ 市⺠文化系施設
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社会の変化に対応した、公共施設のあり⽅の⾒直しが必要になっています

○施設の⽼朽化により、事故やサービスの低下が
起きないよう、適切に維持管理し、必要なものは
建替えを進めていく必要があります。

○⼀⽅、維持管理や建替えを⾏うための予算は限
られています。また、人口減少や、さらなる少子
⾼齢化の進⾏により、公共施設に使える予算は厳
しくなることが予想されます。

川⻄市の⼈⼝（年齢層別⼈⼝の推移）

うら面うら面

これまでこれまで これからこれから

川⻄市の公共施設（建設⾯積の推移）
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【急速な人口増加にあわせて公共施設を作ってきた時代】
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2010年までは国勢調査による⼈⼝、2015年以降は国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所による推計値

2015

【人口の動向や社会のニーズに合わせて、公共施設のあり方を
⾒直し、施設の「量」や「質」の最適化を進めていく時代】


